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(57)【要約】
【課題】オンライン通信プロトコルに従ってプロセス装
置から出力されるデータを用いて、プロセス装置を制御
するためのシーケンスを効率的に作成するためのシーケ
ンス生成システム、シーケンス生成方法及びシーケンス
生成プログラムを提供する。
【解決手段】シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０
は、規約記号を検出した場合、ログ記録処理を実行する
。そして、処理開始記号が含まれると判断した場合、コ
ンバータ１０は、最上位階層を生成して保存する。その
他の記号であって新規階層と判断された場合、コンバー
タ１０は、下位階層を生成して保存する。一方、先行メ
ッセージと同じ階層と判断される場合、同じ階層に保存
する。そして、シーケンス構築ツールにおいて、テンプ
レート記憶部に記録されたテンプレートに対して、ログ
解析結果記憶部に記録されたログ解析ファイルを用いて
特定されたメッセージコードやＩＤコードが設定された
シーケンスを生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置間の通信において利用される規約記号を記憶した規約情報記憶手段と、
　通信ログを解析して階層化して記録する解析情報記憶手段と、
　装置間の通信ログを取得するログ取得手段と、
　前記通信ログにおいて、前記規約情報記憶手段に記録された処理開始記号を検出して、
前記通信ログに含まれるメッセージコードを前記解析情報記憶手段の上位階層に登録し、
　後続通信ログが先行通信ログと同じネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手段
において先行通信ログと同じ階層に登録し、
　後続通信ログが先行通信ログの下位のネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手
段において先行通信ログの階層に関連付けた下位階層を生成し、この下位階層に前記通信
ログに含まれるＩＤコードを登録することにより階層構造を生成するログ変換手段と、
　前記解析情報記憶手段に記録された前記上位階層のメッセージコードと、この上位階層
に関連付けられた下位階層のＩＤコードとを用いて装置制御シーケンスを生成するシーケ
ンス生成手段と
を備えたことを特徴とするシーケンス生成システム。
【請求項２】
　前記シーケンス生成手段は、
　処理ブロックを含むフローチャートを表示する手段と、
　前記フローチャートを用いて指定された処理ブロックにおいて用いられるメッセージコ
ードを取得する手段と、
　前記メッセージコードが記録された上位階層に対して、この上位階層に関連付けられた
下位階層に記録されたＩＤコードを前記解析情報記憶手段から抽出する手段と
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載のシーケンス生成システム。
【請求項３】
　前記シーケンス生成手段は、指定された処理ブロックにおいて用いられるメッセージコ
ードが記録された上位階層に対して複数の下位階層が抽出された場合には、前記下位階層
に登録されたＩＤコードを前記指定された処理ブロックにおいて用いる選択候補として出
力する手段を更に備えたことを特徴とする請求項２に記載のシーケンス生成システム。
【請求項４】
　装置間の通信において利用される規約記号を記憶した規約情報記憶手段と、
　通信ログを解析して階層化して記録する解析情報記憶手段と、
　装置間の通信ログを取得するログ取得手段と、
　通信ログを用いて階層構造を生成するログ変換手段と、
　装置制御シーケンスを生成するシーケンス生成手段とを備えたシーケンス生成システム
を用いてシーケンスを生成する方法であって、
　前記ログ変換手段が、
　前記通信ログにおいて、前記規約情報記憶手段に記録された処理開始記号を検出して、
前記通信ログに含まれるメッセージコードを前記解析情報記憶手段の上位階層に登録し、
　後続通信ログが先行通信ログと同じネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手段
において先行通信ログと同じ階層に登録し、
　後続通信ログが先行通信ログの下位のネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手
段において先行通信ログの階層に関連付けた下位階層を生成し、この下位階層に前記通信
ログに含まれるＩＤコードを登録することにより階層構造を生成し、
　前記シーケンス生成手段が、前記解析情報記憶手段に記録された前記上位階層のメッセ
ージコードと、この上位階層に関連付けられた下位階層のＩＤコードとを用いて装置制御
シーケンスを生成することを特徴とするシーケンス生成方法。
【請求項５】
　装置間の通信において利用される規約記号を記憶した規約情報記憶手段と、
　通信ログを解析して階層化して記録する解析情報記憶手段と、



(3) JP 2009-111177 A 2009.5.21

10

20

30

40

50

　装置間の通信ログを取得するログ取得手段と、
　通信ログを用いて階層構造を生成するログ変換手段と、
　装置制御シーケンスを生成するシーケンス生成手段とを備えたシーケンス生成システム
を用いてシーケンスを生成するプログラムであって、
　前記ログ変換手段を、
　前記通信ログにおいて、前記規約情報記憶手段に記録された処理開始記号を検出して、
前記通信ログに含まれるメッセージコードを前記解析情報記憶手段の上位階層に登録し、
　後続通信ログが先行通信ログと同じネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手段
において先行通信ログと同じ階層に登録し、
　後続通信ログが先行通信ログの下位のネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手
段において先行通信ログの階層に関連付けた下位階層を生成し、この下位階層に前記通信
ログに含まれるＩＤコードを登録することにより階層構造を生成する手段として機能させ
、
　前記シーケンス生成手段を、前記解析情報記憶手段に記録された前記上位階層のメッセ
ージコードと、この上位階層に関連付けられた下位階層のＩＤコードとを用いて装置制御
シーケンスを生成する手段として機能させることを特徴とするシーケンス生成プログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オンライン通信プロトコルに従ってプロセス装置から出力されるデータを用
いて、プロセス装置を制御するためのシーケンスを作成するためのシーケンス生成システ
ム、シーケンス生成方法及びシーケンス生成プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、半導体製造プロセスにおいて、半導体ウェハ基板に対して、複数の工程が順番
に行なわれて素子や配線層が形成される。この工程の中では、酸化・拡散装置、ＣＶＤ装
置、リソグラフィ装置、エッチング装置、イオン注入装置や検査装置等、多くの装置が利
用される。
【０００３】
　最近では、コンピュータと各種装置とをネットワークでリンクさせ、生産計画から生産
工程までを一元的に管理する製造管理システム（ＭＥＳ：Manufacturing Execution Syst
em）が開発されている（例えば、特許文献１を参照。）。この製造管理システムにより、
半導体製造ラインにおいて、製品の生産が制御されるとともに、製品の処理履歴情報，測
定評価結果並びに設備の稼働情報等の情報が収集、管理されている。
【０００４】
　更に、処理条件の設定にミスがあった場合でも、不良製品の発生を回避するオンライン
管理システムも検討されている（例えば、特許文献２を参照。）。この文献記載のオンラ
イン管理システムは、収集したデータに基づいて統括制御を行なう中央制御部と、装置を
監視、制御する装置制御部とを備える。そして、データ中継部は、中央制御部および装置
制御部から装置の制御に係る装置制御情報を、ネットワークを介してそれぞれ受信する。
受信した２つの装置制御情報の一致を確認し、不一致の場合には、装置制御部が装置制御
を停止させる。
【０００５】
　このような、製造設備の通信においては、半導体業界で使用されるオンライン通信プロ
トコル（ＳＥＣＳ－Ｉ、ＳＥＣＳ－ＩＩ、ＨＳＭＳ－ＳＳ等）が利用される（例えば、特
許文献３を参照。）。
【０００６】
　また、ネットワークに接続したサーバとクライアントとの間で実行されるトランザクシ
ョンを収集して性能を解析するトランザクションのトレース装置も検討されている（例え
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ば、特許文献４を参照。）。この文献記載のトランザクションのトレース装置では、トレ
ース制御部の指示によりフィルタ作成部で収集用フィルタを作成してパケットログを回線
収集部で収集する。またシーケンスフィルタを含む抽出用フィルタを使用してアプリケー
ションログ抽出部がシーケンス・マッチングによりパケットログからアプリケーションロ
グを抽出し、性能解析部で解析用フィルタを使用して解析し、グラフ表示部で結果をグラ
フ表示する。
【特許文献１】特開平７－４０２０６号公報（第１頁）
【特許文献２】特開２０００－３４３３８６号公報（第１頁）
【特許文献３】特開２００１－３０６１３６号公報（請求項３）
【特許文献４】特開平９－１２８３４２号公報（第１頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、製造ラインにおいて利用される各種プロセス装置の製造メーカは、製造管理の
ためのオンライン通信の実現にさまざまなアプリケーションまたは汎用ツールを使用して
いる。この結果として装置メーカが半導体製造メーカに提供する通信形式のファイルにお
いても、さまざまな形態が存在する。この場合、装置の通信仕様を確認して、それに応じ
たオンライン通信システムを構築しなければならず、このオンライン通信システムにおい
て用いるシーケンス作成が大きな負担となっていた。
【０００８】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、オンライン通
信プロトコルに従ってプロセス装置から出力されるデータを用いて、プロセス装置を制御
するためのシーケンスを効率的に作成するためのシーケンス生成システム、シーケンス生
成方法及びシーケンス生成プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記問題点を解決するために、請求項１に記載の発明は、装置間の通信において利用さ
れる規約記号を記憶した規約情報記憶手段と、通信ログを解析して階層化して記録する解
析情報記憶手段と、装置間の通信ログを取得するログ取得手段と、前記通信ログにおいて
、前記規約情報記憶手段に記録された処理開始記号を検出して、前記通信ログに含まれる
メッセージコードを前記解析情報記憶手段の上位階層に登録し、後続通信ログが先行通信
ログと同じネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手段において先行通信ログと同
じ階層に登録し、後続通信ログが先行通信ログの下位のネスト構造にある場合には、前記
解析情報記憶手段において先行通信ログの階層に関連付けた下位階層を生成し、この下位
階層に前記通信ログに含まれるＩＤコードを登録することにより階層構造を生成するログ
変換手段と、前記解析情報記憶手段に記録された前記上位階層のメッセージコードと、こ
の上位階層に関連付けられた下位階層のＩＤコードとを用いて装置制御シーケンスを生成
するシーケンス生成手段とを備えたことを要旨とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のシーケンス生成システムにおいて、前記シ
ーケンス生成手段は、処理ブロックを含むフローチャートを表示する手段と、前記フロー
チャートを用いて指定された処理ブロックにおいて用いられるメッセージコードを取得す
る手段と、前記メッセージコードが記録された上位階層に対して、この上位階層に関連付
けられた下位階層に記録されたＩＤコードを前記解析情報記憶手段から抽出する手段とを
更に備えたことを要旨とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載のシーケンス生成システムにおいて、前記シ
ーケンス生成手段は、指定された処理ブロックにおいて用いられるメッセージコードが記
録された上位階層に対して複数の下位階層が抽出された場合には、前記下位階層に登録さ
れたＩＤコードを前記指定された処理ブロックにおいて用いる選択候補として出力する手
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段を更に備えたことを要旨とする。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、装置間の通信において利用される規約記号を記憶した規約情
報記憶手段と、通信ログを解析して階層化して記録する解析情報記憶手段と、装置間の通
信ログを取得するログ取得手段と、通信ログを用いて階層構造を生成するログ変換手段と
、装置制御シーケンスを生成するシーケンス生成手段とを備えたシーケンス生成システム
を用いてシーケンスを生成する方法であって、前記ログ変換手段が、前記通信ログにおい
て、前記規約情報記憶手段に記録された処理開始記号を検出して、前記通信ログに含まれ
るメッセージコードを前記解析情報記憶手段の上位階層に登録し、後続通信ログが先行通
信ログと同じネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手段において先行通信ログと
同じ階層に登録し、後続通信ログが先行通信ログの下位のネスト構造にある場合には、前
記解析情報記憶手段において先行通信ログの階層に関連付けた下位階層を生成し、この下
位階層に前記通信ログに含まれるＩＤコードを登録することにより階層構造を生成し、前
記シーケンス生成手段が、前記解析情報記憶手段に記録された前記上位階層のメッセージ
コードと、この上位階層に関連付けられた下位階層のＩＤコードとを用いて装置制御シー
ケンスを生成することを要旨とする。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、装置間の通信において利用される規約記号を記憶した規約情
報記憶手段と、通信ログを解析して階層化して記録する解析情報記憶手段と、装置間の通
信ログを取得するログ取得手段と、通信ログを用いて階層構造を生成するログ変換手段と
、装置制御シーケンスを生成するシーケンス生成手段とを備えたシーケンス生成システム
を用いてシーケンスを生成するプログラムであって、前記ログ変換手段を、前記通信ログ
において、前記規約情報記憶手段に記録された処理開始記号を検出して、前記通信ログに
含まれるメッセージコードを前記解析情報記憶手段の上位階層に登録し、後続通信ログが
先行通信ログと同じネスト構造にある場合には、前記解析情報記憶手段において先行通信
ログと同じ階層に登録し、後続通信ログが先行通信ログの下位のネスト構造にある場合に
は、前記解析情報記憶手段において先行通信ログの階層に関連付けた下位階層を生成し、
この下位階層に前記通信ログに含まれるＩＤコードを登録することにより階層構造を生成
する手段として機能させ、前記シーケンス生成手段を、前記解析情報記憶手段に記録され
た前記上位階層のメッセージコードと、この上位階層に関連付けられた下位階層のＩＤコ
ードとを用いて装置制御シーケンスを生成する手段として機能させることを要旨とする。
【００１４】
　（作用）
　請求項１、４又は５に記載の発明によれば、シーケンス生成システムは装置間の通信ロ
グを取得する。そして、通信ログにおいて、規約情報記憶手段に記録された処理開始記号
を検出して、通信ログに含まれるメッセージコードを解析情報記憶手段の上位階層に登録
する。次に、後続通信ログが先行通信ログと同じネスト構造にある場合には、解析情報記
憶手段において先行通信ログと同じ階層に登録し、後続通信ログが先行通信ログの下位の
ネスト構造にある場合には、解析情報記憶手段において先行通信ログの階層に関連付けた
下位階層を生成し、この下位階層に通信ログに含まれるＩＤコードを登録することにより
階層構造を生成する。そして、解析情報記憶手段に記録された上位階層のメッセージコー
ドと、この上位階層に関連付けられた下位階層のＩＤコードとを用いて装置制御シーケン
スを生成する。これにより、多様な形態の通信形式が用いられている場合にも、通信ログ
を用いてメッセージコードやＩＤコードを特定して、効率的に装置制御シーケンスを生成
することができる。
【００１５】
　請求項２に記載の発明によれば、シーケンス生成システムは処理ブロックを含むフロー
チャートを表示する。そして、フローチャートを用いて指定された処理ブロックにおいて
用いられるメッセージコードを取得し、このメッセージコードが記録された上位階層に対
して、この上位階層に関連付けられた下位階層に記録されたＩＤコードを解析情報記憶手
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段から抽出する。これにより、規格化されたネスト構造の通信プロトコルが利用されてい
るシステムにおいて、フローチャートを構成する処理ブロックに用いる変数（ＩＤコード
）を、通信ログを用いて効率的に特定することができる。
【００１６】
　請求項３に記載の発明によれば、指定された処理ブロックにおいて用いられるメッセー
ジコードが記録された上位階層に対して複数の下位階層が抽出された場合には、下位階層
に登録されたＩＤコードを指定された処理ブロックにおいて用いる選択候補として出力す
る。多様なプロセスが関係する通信ログにおいては多くのＩＤコードが含まれているが、
ネスト構造を利用して選択候補を絞り込むことにより、フローチャートに用いるＩＤコー
ドを効率的に選択することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、オンライン通信プロトコルに従ってプロセス装置から出力されるデー
タを用いて、プロセス装置を制御するためのシーケンスを効率的に作成するためのシーケ
ンス生成システム、シーケンス生成方法及びシーケンス生成プログラムを提供することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明を具体化した一実施形態を、図１～図６を用いて説明する。本実施形態で
は、図１に示すように、半導体素子の製造ラインにおいて、プロセス装置５０、装置オン
ラインシステム６０、製造実行システム７０が用いられる。この装置オンラインシステム
６０において用いられるシーケンスを生成するためのシーケンス生成システム、シーケン
ス生成方法及びシーケンス生成プログラムとして説明する。
【００１９】
　このプロセス装置５０には、加熱装置、成膜装置、リソグラフィ装置、エッチング装置
等の半導体製造装置が含まれる。各プロセス装置５０は、半導体業界で使用されるオンラ
イン通信プロトコル（ＳＥＣＳ：SEMI Equipment Communications Standard）に準拠した
メッセージを送受信するインターフェースを備えており、装置状態、ウェハ状態等に関す
るデータを送受信する。なお、通信形式には、各プロセス装置５０の装置メーカが定めた
各種形式が存在する。
【００２０】
　装置オンラインシステム６０は、プロセス装置５０に対してオンラインにより装置管理
処理を実行する。この装置オンラインシステム６０は、進捗制御・管理、オンラインシナ
リオの管理・実行、レシピ管理、ローカル処理、ステータス管理、装置状態管理、ウェハ
状態管理等を実行する。そして、装置オンラインシステム６０も、オンライン通信プロト
コルに準拠した通信インターフェースを備える。
【００２１】
　製造実行システム７０は、生産ラインで流れている各製品の工程、設備、条件、作業デ
ータを管理、分析し、品質向上歩留まり向上作業ミス低減等のより効率的な生産を支援す
るコンピュータシステム（ＭＥＳ：Manufacturing Execution System）である。この製造
実行システム７０は、装置定義、製品定義、製造フロー定義等のマスタデータを管理する
とともに、工程進捗管理や、作業実績や設備稼働履歴の実績データの管理処理を実行する
。
【００２２】
　更に、ログ取得装置４０はログ取得手段として機能し、プロセスが実行されている期間
において、プロセス装置５０と装置オンラインシステム６０との間で送受信されている通
信内容（通信ログ）を取得する。そして、取得した通信内容をログファイルとして、ログ
ファイル記憶部４２に記録する。
【００２３】
　ログ取得装置４０には、シーケンス作成装置ＦＣが接続されている。このシーケンス作
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成装置ＦＣは、ログ取得装置４０から取得したログファイルを利用して、装置オンライン
システム６０において用いるシーケンスの生成の支援処理を行なうコンピュータシステム
である。
【００２４】
　このシーケンス作成装置ＦＣは、キーボードやポインティングデバイス等から構成され
た入力手段や、ディスプレイ等から構成された出力手段を備える。
　更に、このシーケンス作成装置ＦＣは、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等から構成された制御
手段としての制御部を備える。この制御部は、後述する処理（上位階層への登録段階、階
層構造の生成段階、シーケンス生成段階等の各処理）を実行する。そして、シーケンス作
成装置ＦＣの制御部は、シーケンス生成プログラムを実行することにより、コンバータ１
０やシーケンス構築ツール２０として機能する。
【００２５】
　このコンバータ１０はログ変換手段として機能し、オンライン通信プロトコルに準拠し
た各種形式のログファイルを、業界標準であるＳＭＬ形式ファイルに変換する。このＳＭ
Ｌ形式ファイルを用いることにより、装置オンラインシステム６０において利用すること
ができる。このコンバータ１０は、図２に示すように、メッセージ抽出手段１１１、階層
化手段１１２を備える。
【００２６】
　メッセージ抽出手段１１１は、ログファイルに含まれるメッセージにおいて規約記号を
検出して抽出ログ記憶部１２に登録する。
　階層化手段１１２は、通信ログに含まれる先行メッセージと後続メッセージとの構造関
係を特定し、階層構造を生成する。具体的には、後続メッセージが先行メッセージと同じ
ネスト構造にあることを検知した場合、ログ解析結果情報記憶手段において、この後続メ
ッセージを先行メッセージと同じ階層に登録する。一方、後続メッセージが下位のネスト
構造のメッセージである場合には、この後続メッセージを先行メッセージの階層に関連付
けた下位階層に登録する。
【００２７】
　このコンバータ１０は、抽出ログ記憶部１２、ログ解析結果記憶部１３、規約記号情報
記憶部１４を備える。
　抽出ログ記憶部１２は、ログファイルからフィルタリングして抽出したメッセージから
なるフィルタリングログファイルが記録される。このフィルタリングログファイルは、後
述する抽出処理を実行した場合に登録される。
【００２８】
　ログ解析結果記憶部１３は解析情報記憶手段として機能し、抽出した通信ログのネスト
構造に基づいて上下関係に振り分けたログ解析ファイルを記憶する。このログ解析ファイ
ルは、後述する階層化処理を実行した場合に登録される。このログ解析ファイルは、複数
のディレクトリが階層化されて構成されたツリー構造になっている。そして、各ディレク
トリには、抽出ログ記憶部１２に記録されたフィルタリングログファイルを構成するメッ
セージが格納される。
【００２９】
　規約記号情報記憶部１４は規約情報記憶手段として機能し、オンライン通信プロトコル
において定められているネスト構造を有する規約に関するデータを記憶する。この規約に
おいては、メッセージコード（例えば、処理開始を表わす「処理開始記号」）、フォーマ
ット識別子、フォーマット値等が定められている。そして、ネスト構造はタグ記号を用い
て表わされる。このＳＥＣＳにおいては、処理開始記号として、「Ｓ６Ｆ１１」（Event 
Report Send ）、「Ｓ６Ｆ１２」（Event Report Acknowledge）等があり、タグ記号とし
て「＜」、「＞」が用いられている。
【００３０】
　一方、シーケンス構築ツール２０はシーケンス生成手段として機能し、ログ解析結果記
憶部１３に記録されたログ解析ファイルを用いて、装置オンラインシステム６０において
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利用されるシーケンスを生成する。このシーケンス構築ツール２０は、図３に示すように
、シナリオ情報記憶部２２、テンプレート記憶部２３、メッセージ対応テーブル記憶部２
４、シーケンス記憶部２５を備える。
【００３１】
　シナリオ情報記憶部２２は、装置オンラインシステム６０において利用可能なシナリオ
に関するシナリオ特定テーブルが記録される。このシナリオ特定テーブルにおいては、シ
ナリオコード、シナリオ名称、機能変数に関するデータが対応付けられている。本実施形
態では、シナリオとして、「装置状態報告」、「ポート状態報告」、「ロット状態報告」
、「アラーム報告」等がある。
【００３２】
　シナリオコードデータ領域には、装置オンラインシステム６０において利用可能なシナ
リオを特定するための識別子に関するデータが記録される。
　シナリオ名称データ領域には、このシナリオの名称に関するデータが記録される。
　機能変数データ領域には、このシナリオの利用時に用いる機能変数を特定するためのデ
ータが記録される。
【００３３】
　テンプレート記憶部２３は、装置オンラインシステム６０において利用可能なシナリオ
を実現するためのフローチャートのテンプレートデータが記録されている。このテンプレ
ートデータにおいては、シナリオコードに対してフローチャートが対応付けられている。
【００３４】
　シナリオコードデータ領域には、装置オンラインシステム６０において利用可能なシナ
リオを特定するための識別子に関するデータが記録される。
　フローチャートデータ領域には、このシナリオを実現するためのフローチャートを表示
するためのイメージデータが記録される。このフローチャートイメージデータは、このフ
ローチャートに含まれる機能ブロック（処理ブロック）を表示するアイコンから構成され
ている。
【００３５】
　各機能ブロックアイコンは、機能ブロックコード、処理コード、リンク情報に関するデ
ータを保持している。ここで、機能ブロックコードは機能ブロックを特定するための識別
子である。処理コードは、この機能ブロックの処理内容を特定するデータであり、オンラ
イン通信プロトコルにおいて用いられるメッセージコードに対応する。リンク情報は、フ
ローチャートイメージデータにおいて、各機能ブロックの接続関係を示すデータである。
この処理コード及びリンクデータを用いることにより、装置オンラインシステム６０で実
行可能なシーケンスを生成することができる。
【００３６】
　メッセージ対応テーブル記憶部２４は、イベントＩＤ等のＩＤコードと機能変数とを関
連付けた対応付けレコードが記録される。対応付けレコードは、シーケンス構築ツールに
おいて、機能ブロックで用いられる機能変数に対して、通信ログに含まれるＩＤコードが
選択された場合に登録される。ここで、ＩＤコードは、各種処理の内容を詳細に特定する
ための識別子である。
【００３７】
　シーケンス記憶部２５は、シーケンス構築ツール２０を用いて決定されたシーケンスデ
ータが記録される。具体的には、シナリオを実現するためのフローチャートを構成する機
能ブロックにおいて利用されるメッセージコードとＩＤコードが記録される。
【００３８】
　そして、シーケンス構築ツール２０は、ログメッセージ表示手段２１１、シナリオ特定
手段２１２、フローチャート表示手段２１３、ブロック特定手段２１４、メッセージマッ
チング手段２１５、下位階層展開手段２１６、機能変数一覧表示手段２１７、変数登録手
段２１８、シーケンス登録手段２１９を備える。
【００３９】
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　ログメッセージ表示手段２１１は、ログ解析結果記憶部１３に記録されたログ解析ファ
イルにおいて最上位層のメッセージコードの一覧を表示する。
　シナリオ特定手段２１２は、シナリオ情報記憶部２２に記録されたシナリオ名称を出力
手段に表示する処理を実行する。
【００４０】
　フローチャート表示手段２１３は、テンプレート記憶部２３に記録されたフローチャー
トイメージを出力手段に表示する。
　ブロック特定手段２１４は、フローチャートイメージ中において選択された機能ブロッ
クを特定する処理を実行する。
【００４１】
　メッセージマッチング手段２１５は、特定された機能ブロックと、最上位層のメッセー
ジとを関連付ける処理を実行する。
　下位階層展開手段２１６は、選択された最上位層のメッセージに対して関連付けられた
下位階層に展開して出力手段に表示する処理を実行する。
【００４２】
　機能変数一覧表示手段２１７は、機能ブロックにおいて設定すべき変数の一覧を出力手
段に表示する。
　変数登録手段２１８は、選択された機能変数を特定し、更に展開された下位階層に含ま
れるＩＤコードに関連付けてメッセージ対応テーブル記憶部２４に記憶する処理を実行す
る。
　シーケンス登録手段２１９は、選択されたメッセージコードやＩＤコードを用いてシー
ケンスを生成し、シーケンス記憶部２５に記録する処理を実行する。
【００４３】
　このように構成されたシステムを用いて行なう処理を、図４～図６に従って説明する。
本実施形態では、抽出処理（図４）、階層化処理（図５）、シーケンス作成処理（図６）
の順番に説明する。
【００４４】
　（抽出処理）
　まず、抽出処理について、図４を用いて説明する。この抽出処理は、シーケンス作成処
理に先立って実行される。まず、ログ取得装置４０は、プロセス装置５０と装置オンライ
ンシステム６０との間で、プロセス実行中の通信ログを取得し、ログファイル記憶部４２
に記録する。そして、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、ログファイル記憶部
４２に記録されたログファイルの先頭から通信ログ毎に処理対象行を特定して以下の処理
を繰り返す。
【００４５】
　ここでは、まず、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、処理対象行の通信ログ
の読み込み処理を実行する（ステップＳ１－１）。具体的には、コンバータ１０のメッセ
ージ抽出手段１１１は、ログファイル記憶部４２に記録されたログファイルにおいて処理
対象行のメッセージを取得する。
【００４６】
　そして、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、通信ログにおいて規約記号の有
無の確認処理を実行する（ステップＳ１－２）。具体的には、コンバータ１０のメッセー
ジ抽出手段１１１は、読み込んだ処理対象行に規約記号情報記憶部１４に記録された規約
記号が含まれるかどうかを検索する。通信ログにおいて、規約記号情報記憶部１４に記録
された規約記号を検出できない場合（ステップＳ１－２において「ＮＯ」の場合）、シー
ケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、この通信ログ（処理対象行）の処理を終了する
。
【００４７】
　一方、通信ログにおいて規約記号を検出した場合（ステップＳ１－２において「ＹＥＳ
」の場合）、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、ログ記録処理を実行する（ス
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テップＳ１－３）。具体的には、コンバータ１０のメッセージ抽出手段１１１は、この処
理対象行の通信ログに含まれるメッセージコードやＩＤコードを抽出ログ記憶部１２のフ
ィルタリングログファイルに記録する。この場合、フィルタリングログファイルにおいて
既に通信ログが記録されている場合には、既登録通信ログの次に記録する。
【００４８】
　次に、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、通信ログにおいて処理開始記号の
有無の判断処理を実行する（ステップＳ１－４）。具体的には、コンバータ１０のメッセ
ージ抽出手段１１１は、処理対象行の通信ログにおいて、規約記号情報記憶部１４に記録
された処理開始記号が含まれるかどうかを判断する。
【００４９】
　処理開始記号が含まれる場合（ステップＳ１－４において「ＹＥＳ」の場合）には、シ
ーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、時刻情報の記録処理を実行する（ステップＳ
１－５）。具体的には、コンバータ１０のメッセージ抽出手段１１１は、処理対象行に含
まれる時刻を処理開始記号に関連付けて抽出ログ記憶部１２に記録する。以上の処理を、
ログファイル記憶部４２に記録されたログのすべての行について繰り返す。
【００５０】
　（階層化処理）
　次に、階層化処理について図５を用いて説明する。この処理は、抽出ログ記憶部１２に
記録されたフィルタリングログファイルのメッセージ行毎に繰り返して実行される。
【００５１】
　まず、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、階層化処理の処理対象行の読み込
み処理を実行する（ステップＳ２－１）。具体的には、コンバータ１０の階層化手段１１
２は、抽出ログ記憶部１２に記録されたフィルタリングログファイルにおいて処理対象行
のメッセージを取得する。
【００５２】
　次に、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、処理開始記号についての判断処理
を実行する（ステップＳ２－２）。具体的には、コンバータ１０の階層化手段１１２は、
規約記号情報記憶部１４に記録された処理開始記号が含まれるかどうかを判断する。なお
、時刻情報の記録の有無によって処理開始記号を識別することも可能である。
【００５３】
　処理開始記号と判断した場合（ステップＳ２－２において「ＹＥＳ」の場合）、シーケ
ンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、最上位階層を生成して保存処理を実行する（ステ
ップＳ２－３）。具体的には、コンバータ１０の階層化手段１１２は、最上位階層のディ
レクトリを生成し、この処理対象行の通信ログに含まれるメッセージコードやＩＤコード
に関するデータをログ解析結果記憶部１３に記録する。
【００５４】
　一方、処理開始記号でない場合（ステップＳ２－２において「ＮＯ」の場合）、シーケ
ンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、新規階層の生成の要否判断処理を実行する（ステ
ップＳ２－４）。具体的には、コンバータ１０の階層化手段１１２は、はじめての規約記
号を検出した場合や、すべての既登録通信ログがネスト構造において完結している場合に
は、新規階層の生成が必要と判断する。この場合（ステップＳ２－４において「ＹＥＳ」
の場合）、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、ログ解析結果記憶部１３におい
て、下位階層を生成して保存処理を実行する（ステップＳ２－５）。具体的には、コンバ
ータ１０の階層化手段１１２は、先に作成した階層に関連付けて下位階層のディレクトリ
を生成し、この処理対象行の通信ログに含まれるメッセージコードやＩＤコードに関する
データを記録する。
【００５５】
　一方、処理対象行の通信ログ（後続通信ログ）が先行通信ログと同じ階層と判断される
場合（ステップＳ２－４において「ＮＯ」の場合）、シーケンス作成装置ＦＣのコンバー
タ１０は、同じ階層への保存処理を実行する（ステップＳ２－６）。具体的には、コンバ
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ータ１０の階層化手段１１２は、この処理対象行の通信ログに含まれるメッセージコード
やＩＤコードを同じ階層のディレクトリに記録する。
【００５６】
　（シーケンス作成処理）
　次に、シーケンス作成処理について図３、図６を用いて説明する。
　まず、シーケンス構築ツール２０のログメッセージ表示手段２１１は、ログ解析結果記
憶部１３のログ解析ファイルに記録された最上位層のメッセージコードの一覧を、図６に
示すように、ディスプレイのログメッセージ一覧表示画面５３０に表示する。
【００５７】
　一方、シナリオ特定手段２１２は、シナリオ情報記憶部２２に記録されたシナリオを、
シーケンス作成装置ＦＣのディスプレイに出力する。このシナリオ名は、図６に示すよう
に、ディスプレイのシナリオ表示画面５１０に出力される。そして、利用者は、ポインテ
ィングデバイスを用いて、シーケンス作成対象のシナリオを指定する。
【００５８】
　そして、シナリオ特定手段２１２は、シナリオ情報記憶部２２から機能変数を取得し、
機能変数一覧表示手段２１７に供給する。この場合、機能変数一覧表示手段２１７は、シ
ナリオ特定手段２１２から取得した機能変数の一覧データを作成し、シーケンス作成装置
ＦＣのディスプレイに出力する。この機能変数一覧は、図６に示すように、ディスプレイ
の変数一覧表示画面５１５に出力される。
【００５９】
　更に、シナリオ特定手段２１２は、指定されたシナリオのシナリオコードをフローチャ
ート表示手段２１３に供給する。フローチャート表示手段２１３は、取得したシナリオコ
ードに対応するフローチャートイメージをテンプレート記憶部２３から抽出し、シーケン
ス作成装置ＦＣのディスプレイに出力する。このフローチャートイメージは、図６に示す
ように、ディスプレイのテンプレート表示画面５２０に出力される。
【００６０】
　そして、利用者は、ポインティングデバイスを用いて、フローチャートイメージの中の
機能ブロックを指定する。この場合、ブロック特定手段２１４は、指定された機能ブロッ
クの機能ブロックコードをテンプレート記憶部２３から取得する。そして、ブロック特定
手段２１４は、取得した処理コードをメッセージマッチング手段２１５に供給する。メッ
セージマッチング手段２１５は、ログメッセージ一覧表示画面５３０に表示されたメッセ
ージ一覧の中で、この処理コードに対応するメッセージコードを抽出して表示する。
【００６１】
　そして、利用者は、ポインティングデバイスを用いて、メッセージ一覧の中のメッセー
ジコードを指定する。この場合、下位階層展開手段２１６は、指定されたメッセージコー
ドを上位階層に有する下位階層をログ解析結果記憶部１３から取得する。そして、下位階
層展開手段２１６は、取得した下位階層の内容をシーケンス作成装置ＦＣのディスプレイ
に出力する。この下位階層の内容は、図６に示すように、ディスプレイの下位階層表示画
面５４０に出力される。
【００６２】
　そして、利用者は、ポインティングデバイスを用いて、下位階層表示画面５４０に出力
されたログと、変数一覧表示画面５１５に出力された機能変数とを指定する。この場合、
変数登録手段２１８は、ログに含まれるＩＤコードと機能変数とを関連付けてメッセージ
対応テーブル記憶部２４に記録する。そして、以降の処理において、同じ機能変数が利用
される場合には、下位階層展開手段２１６は、メッセージ対応テーブル記憶部２４に記録
されたＩＤコードを選択候補として設定する。
【００６３】
　そして、シーケンス登録手段２１９は、シナリオ特定手段２１２において特定されたテ
ンプレートをテンプレート記憶部２３から取得し、変数登録手段２１８において特定され
たＩＤコードを機能変数とするシーケンスを生成し、シーケンス記憶部２５に記録する。
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【００６４】
　以上、本実施形態によれば、以下に示す効果を得ることができる。
　・　上記実施形態では、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０はメッセージ抽出手
段１１１を備える。そして、コンバータ１０のメッセージ抽出手段１１１は、ログファイ
ル記憶部４２に記録されたログファイルの対象行の読み込み処理を実行する（ステップＳ
１－１）。そして、規約記号情報記憶部１４に記録された規約記号を検出した場合（ステ
ップＳ１－２において「ＹＥＳ」の場合）、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は
、ログ記録処理を実行する（ステップＳ１－３）。これにより、装置メーカによってオン
ライン通信プロトコルにおける通信形式が異なる場合においても、各種シーケンスの作成
に必要なメッセージコードやＩＤコードを取得することができる。
【００６５】
　・　上記実施形態では、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は階層化手段１１２
を備える。そして、コンバータ１０は、階層化処理の処理対象行を読み込み（ステップＳ
２－１）、処理開始記号についての判断処理を実行する（ステップＳ２－２）。処理開始
記号と判断した場合（ステップＳ２－２において「ＹＥＳ」の場合）、シーケンス作成装
置ＦＣのコンバータ１０は、最上位階層を生成して保存処理を実行する（ステップＳ２－
３）。処理開始記号でない場合（ステップＳ２－２において「ＮＯ」の場合）、シーケン
ス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、新規階層の生成の要否判断処理を実行する（ステッ
プＳ２－４）。一方、新規階層の生成が必要と判断した場合（ステップＳ２－４において
「ＹＥＳ」の場合）、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０は、下位階層を生成して
保存処理を実行する（ステップＳ２－５）。一方、先行メッセージと同じ階層と判断され
る場合（ステップＳ２－４において「ＮＯ」の場合）、シーケンス作成装置ＦＣのコンバ
ータ１０は、同じ階層への保存処理を実行する（ステップＳ２－６）。これにより、オン
ライン通信プロトコルの各種形式において、処理内容に含まれる各種変数を階層化構造に
展開することができる。従って、この階層化構造を用いて効率的にシーケンスを作成する
ことができる。
【００６６】
　・　上記実施形態では、シーケンス作成装置ＦＣのシーケンス構築ツール２０はメッセ
ージマッチング手段２１５を備える。そして、メッセージマッチング手段２１５は、ログ
メッセージ一覧表示画面５３０に表示されたメッセージ一覧の中で、この処理コードに対
応するメッセージコードを抽出して表示する。利用者が、メッセージ一覧の中のメッセー
ジコードを指定した場合、下位階層展開手段２１６は、指定されたメッセージコードを上
位階層に有する下位階層をログ解析結果記憶部１３から取得する。これにより、シーケン
スの中で用いられる変数を、階層化構造を用いて特定することができる。
【００６７】
　・　上記実施形態では、利用者が、下位階層表示画面５４０に出力された通信ログと、
変数一覧表示画面５１５に出力された機能変数とを指定した場合、変数登録手段２１８は
、通信ログに含まれるＩＤコードと機能変数とを関連付けてメッセージ対応テーブル記憶
部２４に記録する。そして、以降の処理において、同じ機能変数が利用される場合には、
下位階層展開手段２１６は、メッセージ対応テーブル記憶部２４に記録されたＩＤコード
を選択候補として設定する。これにより、一度、設定された機能変数を、後続するシーケ
ンス作成において再利用することが可能になり、シーケンス作成の効率化を図ることがで
きる。
【００６８】
　なお、上記実施形態は、以下の態様に変更してもよい。
　○　上記実施形態では、ログ取得装置４０とシーケンス作成装置ＦＣとを接続した。ロ
グ取得装置４０に記録されたログファイルの受け渡し方法は、これに限定されるものでは
なく、データ記録媒体を介して受け渡しを行なうように構成してもよい。
【００６９】
　○　上記実施形態では、このシーケンス作成装置ＦＣは、コンバータ１０やシーケンス
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を別個独立した装置として構成することもできる。この場合には、コンバータ１０のログ
解析結果記憶部１３に記録されたログ解析ファイルを、ネットワークやデータ記録媒体を
介してシーケンス構築ツール２０に提供する。
【００７０】
　○　上記実施形態では、シーケンス作成装置ＦＣのコンバータ１０が、規約記号情報記
憶部１４に記録された規約記号を検出した場合（ステップＳ１－２において「ＹＥＳ」の
場合）、ログ記録処理を実行する（ステップＳ１－３）。この処理に先立ち、ログファイ
ルの加工処理を行なうようにしてもよい。この場合には、各装置メーカの通信形式をシー
ケンス作成装置ＦＣの通信形式情報記憶部に記録しておく。更に、通信形式情報記憶部に
は、各通信形式において、シーケンス作成において不要な部分を特定する削除領域指定情
報を保持させておく。そして、ログファイル記憶部４２に記録されたログファイルと、形
式情報記憶部に記録された通信形式とを比較して、パターンマッチングを行なう。そして
、特定した通信形式において、シーケンス作成に使わない情報を削除する。これにより、
効率的に抽出処理を実行することができる。
【００７１】
　○　上記実施形態では、抽出処理（図４）と階層化処理（図５）とを分けて実行する。
これに代えて、抽出処理と階層化処理とを行毎に連続して実行するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の一実施形態のシステムの概略図。
【図２】コンバータの機能ブロックの説明図。
【図３】シーケンス構築ツールの機能ブロックの説明図。
【図４】本発明の一実施形態の処理手順の説明図。
【図５】本発明の一実施形態の処理手順の説明図。
【図６】シーケンス作成装置の出力手段に表示される画面の説明図。
【符号の説明】
【００７３】
　ＦＣ…シーケンス作成装置、１０…コンバータ、１１１…メッセージ抽出手段、１１２
…階層化手段、１２…抽出ログ記憶部、１３…ログ解析結果記憶部、１４…規約記号情報
記憶部、２０…シーケンス構築ツール、２２…シナリオ情報記憶部、２３…テンプレート
記憶部、２４…メッセージ対応テーブル記憶部、２５…シーケンス記憶部、２１１…ログ
メッセージ表示手段、２１２…シナリオ特定手段、２１３…フローチャート表示手段、２
１４…ブロック特定手段、２１５…メッセージマッチング手段、２１６…下位階層展開手
段、２１７…機能変数一覧表示手段、２１８…変数登録手段、２１９…シーケンス登録手
段、４０…ログ取得装置、４２…ログファイル記憶部、５０…プロセス装置、６０…装置
オンラインシステム、７０…製造実行システム。
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